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2027年３月期第２四半期（中間期）の連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

2026 年５月 15 日に公表いたしました、2027 年３月期第２四半期（中間期）の連結業績予想を

修正いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．2027 年３月期第２四半期（中間期）の連結業績予想数値の修正 

（2026 年４月１日～2026年９月 30 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主 
に帰属する 
中間純利益 

1 株当たり 
中間純利益 

前 回 発 表 予 想 （A） 
百万円 

6,000 

百万円 

600 

百万円 

600 

百万円 

350 

円銭 

25.97 

今 回 発 表 予 想 （B） 4,433 43 67 △53 △3.94 

増 減 額（B）－（A) △1,566 △556 △532 △403  

増 減 率（％） △26.1 △92.7 △88.7 ―  

(ご参考)前期第２四半期実績 
(2026 年３月期第２四半期) 

6,946 992 1,086 667 49.49 

 



２．修正の理由 

（１）第２四半期（中間期）連結業績予想数値 

売上高につきましては、部品等の供給不足に伴う製品製造期間の長期化や、客先との納期調

整による輸出時期のずれ込みにより、アジアのタイヤメーカー向けのバランシングマシンや

国内及び海外自動車関連メーカー向けの電気サーボモータ式試験機の売上検収が減少したた

め、当初の予想に対し減収となる見込みであります。 

利益面につきましては、減収の影響を受けたことにより、当初の予想を下回る見込みであり

ます。 

なお、配当予想の修正はございません。 

 

（２）通期連結業績予想 

通期の業績予想につきましては、部品等の供給不足に伴う製品製造期間の長期化や、客先と

の納期調整による輸出時期のずれ込みは発生すると見込まれるものの、当連結会計年度にお

ける製品売上として計上されると見込まれるため、現時点では通期業績予想の修正はいたし

ません。 

 

(注) 上記の業績予想数値は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定

の前提に基づいており、実際の業績等は、今後様々な要因により予想数値とは異なる可能

性があります。 

 

以  上 


